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研究背景 

近年、金ナノ粒子と酸化チタンの複合ナノ構

造がフォトニクス、オプトエレクトロニクス分

野において、注目を集めている。我々のグルー

プでは、還元法で合成した金ナノ粒子をガラス

上に一層分散し、その上からスパッタ法により

酸化チタン(TiO2)を堆積させ、さらにスパッタ

法で金薄膜を積層させたプラズモニックメタ

サーフェスを作製し、可視から近赤外域で光吸

収特性を有すること。及び、AuNP での励起電

子寿命が TiO2 膜厚によって変化する挙動を見

出した。[1-4] これまでの研究では、金属薄膜

に金を用いてきたが、金薄膜は 5nm 程度から

反射率が増加し酸化チタン両界面をミラーと

する多重反射の影響が強く出た。本研究では金

属薄膜層に透過率が高い導電性膜であるオス

ミウムを用い、光吸収特性について検討を行っ

た。また、電子顕微鏡とラマン分光法を用いた

金ナノ粒子に不均一核生成する酸化チタンの

結晶成長に関する検討を行った。 
実験方法 

金ナノ粒子は塩化金酸の還元法により粒径

40 nm の AuNP 溶液を調整した。AuNP は、シ

ラン処理ガラス板上に吸着・乾燥させ、その上

にマグネトロンスパッタリング法により TiO2

を堆積した(MI 膜)。作製した試料上に、厚さ 5 

nm のオスミウムを CVD 蒸着法により堆積さ

せた（Neoc-Pro, メイワフォーシス）。作製した

サンプルは、吸光度測定、電子顕微鏡、顕微ラ

マン測定を行った。 
実験結果 

MI 及び、MIM 膜の紫外可視近赤外での吸光

度を図 1 に示す。MI 構造の場合、金ナノ粒子

のプラズモン共鳴波長である 530nm から約

600nm にレッドシフトしたのに対し、オスミウ

ム層の存在によって、さらに 800 nm 程度に新

たな吸収ピークが現れた。オスミウムの透過率

は測定範囲（350-2000 nm）でほぼ 100％であっ

たことを考えると、オスミウムの存在によって

金ナノ粒子-酸化チタンに新たな吸収モードが

現れたと考えられる。 

当日は、金ナノ粒子から成長した酸化チタン

の結晶構造についても報告する。 
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図 1 ガラス、オスミウム膜、金ナノ粒子酸化チ

タン、金ナノ粒子酸化チタン金薄膜の透過率. 
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